
 

 

 

 

 

 

   
   

 

 ９月７日（土）、伊丹市立産業・情報センターマルチメディア

ホールにおいて、伊丹市内の中学生を対象とした「第 26 回 伊

丹市中学校 英語暗唱・スピーチ大会（主催 伊丹市立伊丹高等

学校 伊丹市中学校教育研究会英語部会、後援 伊丹市教育委員

会 伊丹市中学校長会 伊丹有明ロータリークラブ、協賛 株式

会社三省堂）」が開催されました。今年度は暗唱の部に１２名、

スピーチの部に１２名、計２４名の市内中学生が参加しました。

当日は、中学生・保護者・教育関係者、そして興味をもって見に

来られた一般の方、あわせて 160 名余りという大勢の観客の中、

出場中学生たちは緊張しながらも、「Snow White」や「Little Red 

Riding Hood」等の有名な童話の暗唱や、自分の夢や家族、学校生活について

スピーチしたりと、力いっぱい練習の成果を出していました。また、大会実行

委員として本校からは生徒会役員やグローバル・コミュニケーションコースの

生徒、ＥＳＳ部の部員等が参加し、受付や運営、司会を行いました。大会がス

ムーズに進むよう、英語での進行や案内、会場準備など、各自の役割を十分に

果たしていました。中学生の緊張している雰囲気を壊さないように仕事をする

ことはとても大変だったようですが、最後まで丁寧な対応で仕事を終えること

ができました。審査結果は以下の通りです。 

 

【暗唱の部】 

１位 笹原中学校    髙吉 陽奈子さん 

２位 天王寺中学校   松元 真生さん 

３位 天王寺中学校   齋藤 大生さん  

   松崎中学校   古城 祐奈さん 

 

【スピーチの部】 

１位 南中学校     谷本 帆乃夏さん 

２位 北中学校     増原 宏樹さん 

３位 笹原中学校    髙吉 保乃香さん 

   北中学校     萩原 彩乃さん

 

 

 

 

 

ALT のディオン先生が、退職され帰国されることになりました。３年間、各

学年の英語の授業や ESS 部の活動でお世話になりました。本当にありがとうご

ざいました！ディオン先生から市高生へのメッセージです。 

 

Dear Itami Students, 

I’m sorry to say that I will be leaving Japan in early October. I have 

had a great time teaching you over the last few years. It is too bad that 

we did not have more chance to do fun activities in the classes. I have 

enjoyed the times we had a chance to chat outside the classroom. I 

hope that you have enjoyed the last few years as well.Have fun and 

make the most of your remaining time in high school. I hope that your 

classes and teachers make your lessons fun and exciting. I wish you all 

the best of luck in the years to come. 

Jeff Dionne 

平成 2５年度第５号 

発行 伊丹市立伊丹高等学校  

伊丹市行基町 4 丁目 1 番地 

平成 25 年 10 月 10 日号 



 

 

 

 

 ９月から１０月にかけて、卒業生が教育実習に来ています。今年度は、体育

４名、英語２名、社会１名と多くの実習生が教育実習を行いました。高校生か

らは「卒業して数年で、教える立場になるというのは想像できない。すごい。」

といった声があがっていました。以下は、２名の教育実習生による感想です。 

 

 ３週間ありがとうございました。この期間で、自分の弱さをいくつも見つけることができました。ツメの甘さ、生徒に厳しく

注意できない弱さなどに気付き、僕はまだまだ未熟者だと痛感しました。しかし、それらの未熟さに気付くことができたので、

どうすれば克服できるか考え、対策に取り組めた実習でもありました。だからこそ、毎日がとても充実しており、大きく成長で

き、なんと身長はこの実習期間で２.５cmも大きくなりました。 

 そして、何よりもたくさんの生徒と関わることができ、みんなからたくさんのパワーをもらいながら楽しむことができました。

この３週間で得たものをいかして、自分の道を生きていくので、生徒のみんなも市高ライフを楽しんでください。 

Enjoy！市高 LIFE！                                      実習生  土川 貴大 

 

 教育実習初日、私は緊張していて、生徒のみなさんとうまくコミュニケーションがとれるか、不安でいっぱいでした。しかし、

挨拶をしてくれる子や声をかけてくれる子が多くいてくれて、とてもほっとし、また助けられたと思ったことを覚えています。 

人に挨拶ができるということは、大人になっても大切なことですが、意識をしないと難しいことです。それが自然とできる市高

生はやはりステキだなと思いました。 

 この教育実習では今まで生徒側からしか知らなかった市高の姿を、さまざまな方向から見せていただき、授業を一回行うだけ

でもこんなに大変なのかと実感させられたり、私が市高に在学していた時とは違う“今の市高”の雰囲気を知ったりと、たくさ

んの経験をさせていただきました。悩んだりした時もありましたが、今思うと中身の濃い３週間で早かったなと感じています。 

教育実習が終わった今、一番強く思うことは「市高で教育実習ができて、本当に良かった。」ということです。熱心な先生方、

素直で和気あいあいとした生徒の皆さんの中で３週間を過ごせたことをとても嬉しく思います。ありがとうございました。                      

                                               実習生  中森 千秋 

 

 

 

 

前回の Active!ICHIKO で予告していた、生徒たちのオースト

ラリア語学研修の感想が集まりました。全員の感想を載せたい

ところですが、代表者の感想を抜粋させて頂きます。 

 

 私が、研修に参加

しようと思ったのは

母に勧められたのがきっかけでした。元々英語圏の国に憧れがあり、海外

の人と自分の言葉で会話をしてみたいと思っていたので語学研修に参加

することにしました。     

 私は、出発する前は、外国の人に対し、言葉が通じないという事から、

「とても遠い、自分とは全く異なる存在」という考えを持っていました。

しかし、実際に今回の研修で触れ合って、その考えはすっかりなくなりま

した。言葉が通じなくても、伝えようとし、理解しようとしてくれれば、

コミュニケーションを取ることができるのだと学びました。 

 バディとは、今でもチャットで会話を続けています。身振り手振りを交

えて伝えるのとは違い、チャットは文章だけなので、自分の伝えたいこと

を英文に直すのはすごく時間がかかります。ですが、いつかすらすらと思

った事を口にできるようになり、オーストラリアの友達との会話をもっと

楽しめるようになりたいです。このつながりをいつまでも大切にしたいと

思います。 

 

  2（水）１年教育課程進路説明会 

  3（木）放課後学校説明会 

  7（月）体育祭予行・準備 

  8（火）体育祭 

 9（水）２年教育課程進路説明会 

12（土）３年記述模試 

13（日）３年記述模試 

     実用英語技能検定（一次） 

16（水）月曜日の授業 

17（木）中間考査（～22 日） 

 23（水）遠足 

 24（木）眼科検診、放課後学校説明会 

     ことば文化特別授業 

 26（土）ハロウィン・プレイベント 

 27（日）ハロウィンパーティ 

 28（月）１年代休、ことば文化特別授業 

 29（火）生徒会役員認証式 

30（水）２年進路ガイダンス 

31（木）月曜日の授業、ことば文化特別授業 

 


